
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
画像を撮影する撮影手段と、
撮影された画像の画像データを保存する保存手段と、
キー入力手段と、
無線接続された他の機器に文字入力を要求すると共に、前記他の機器で入力された文字デ
ータを受信する無線データ通信手段と、
前記保存手段に保存された画像データから前記キー入力手段により選択された画像データ
の付属情報を、前記無線データ通信手段により受信された文字データに応じて、修正する
修正手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
撮像装置における画像データの付属情報の修正方法において、
無線接続された他の機器に文字入力を要求し、
前記無線接続された他の機器で入力された文字データを受信し、
前記画像データから前記撮像装置のキー入力部により選択された画像データの付属情報を
、前記無線接続された他の機器で入力された文字データに応じて、修正することを特徴と
する撮像装置における画像データの付属情報の修正方法。
【請求項３】
請求項２に記載の撮像装置における画像データの付属情報の修正方法において、
前記無線接続された他の機器への送信画像データの付属情報を、前記無線接続された他の
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機器で入力された文字データに応じて、修正することを特徴とする撮像装置における画像
データの付属情報の修正方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、撮像装置、及び、撮像装置における画像データの付属情報の修正方法に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】
デジタル技術の発達により、これまでフィルム感光型が主流だったカメラやビデオなどの
撮像装置分野において、デジタルカメラ、デジタルビデオ等の機器の普及が進んでいる。
デジタル記録された画像は画質劣化を起こすことなく転送や複写、加工が容易であるため
、撮影された画像データの一部もしくは全部を撮像装置本体から他のデジタル機器へと受
け渡すという使用形態が一般化している。
【０００３】
一般にこれらデジタル撮像機器にはデータ入出力の為のインターフェースが設けられ、ケ
ーブル接続により、ＲＳ２３２Ｃ、ＵＳＢ等の汎用Ｉ／Ｏポートを介してＰＣ（パソコン
）等へと接続されることになるが、ケーブル接続の煩雑さが伴う為、画像データの記録メ
ディアにはＣＦカードやスマートメディアなど、着脱可能な汎用のメモリーカードが使わ
れ、これを介してＰＣ等他のデジタル機器へデータが渡される事も多い。
【０００４】
一方、通信分野においてもデジタル技術の発達は目覚しく、ＩＳＤＮの普及による一般加
入電話のデジタル化や、携帯電話のアナログ方式からデジタル方式への置き換え、ＰＨＳ
の様にデジタルデータ通信に適した新しい公衆無線方式の開発などが行われている。また
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈや無線ＬＡＮ等、近距離、構内通信用の高速デジタル無線方式の開
発により、デジタル機器同士によるデータの受け渡しには、メモリーカードの様な汎用メ
ディアを介するものだけでなく無線による直接通信も利用されるようになってきている。
【０００５】
この様な状況下で、携帯型のデジタル撮像装置にも無線通信機能が搭載されるようになっ
てきており、機器によって撮影された画像データも、携帯電話や無線ＬＡＮユニットなど
と接続することで無線伝送を行なう用途が広がっているが、いずれはこれらの無線機能を
デジタル撮像装置本体へ内蔵するという要求が高まることが予想される。
【０００６】
特に、仕様策定の段階から小型、低消費電力な規格を目指し、モジュールコストも低価格
なものの提供をターゲットとしているＢｌｕｅｔｏｏｔｈにおいては、近い将来あらゆる
デジタル機器に搭載されることが期待されており、デジタル撮像装置にも標準搭載される
ことが予想される。
【０００７】
このような標準化された規格に基づいた無線接続機能が本体に搭載されることにより、ケ
ーブルを用意したり、専用のアプリケーションを設定したりするなどの接続に際しての煩
雑な手順が省略されるようになるので、デジタル機器間におけるデータのやり取りは活発
化する様になる。
【０００８】
これまでは、デジタル撮像装置によって撮影された画像データも、一通りの撮影機会を終
えたときや、搭載メモリ容量を使い切るなどした時に、複数枚の画像データがまとまった
状態で、ＰＣ等他の高度な処理機能を有するデジタル機器に移動して、必要に応じてファ
イル名の変更や各種画像処理加工などを施すのが一般的であった。
【０００９】
しかし、無線により機器間の接続性が高まったことにより、撮影された画像データを１枚
だけで特定の機器に送ったり、複数の相手に個別に振り分けて画像を配布したりといった

10

20

30

40

50

(2) JP 3631176 B2 2005.3.23



作業を、撮影したその場ですぐに行なうことが出来るようになる。
【００１０】
図２は従来の無線機能付撮像装置２００の構成を示す機能ブロック図である。
【００１１】
レンズなどの光学素子で形成された画像入力部２０２より入力された光学画像は、画像処
理部２０３によって光学データから電子データへと変換され、圧縮などの処理を行なった
後、データ記録部２０４に保存される。
【００１２】
画像表示部２０５では、撮影時には入力されている光学画像をそのまま電子化したものを
表示し、再生時には保存された画像データを表示する。また、制御部２０６からの制御に
より、現在の日時や撮像条件等の情報や、無線通信部２０１の状態など、画像以外の情報
も表示部２０５に表示される。
【００１３】
キー入力部２０７はユーザーが撮像装置の操作を行なう為のインターフェースで、制御部
２０６によりその情報が処理され、必要な動作を実行する。
【００１４】
無線機能を使用する場合は、キー入力部２０７からの指令により制御部２０６が無線通信
部２０１及びデータ記録部２０４を制御し、データ記録部２０４内の画像データの無線通
信部２０１を介した送信、または、無線通信部２０１によって受信した画像データのデー
タ記録部２０４への保存を行なう。
【００１５】
図３は従来の撮像装置の操作面を示す図である。
【００１６】
３０１は撮像装置本体であり、図２の撮像装置２００に対応し、表示装置３０２において
撮影構図の決定や保存データの確認等を行なう。表示装置３０２は、図２の画像表示部２
０５に対応する。３０３はシャッターボタンであり、再生時には各種設定ボタンのひとつ
として機能する。３０４は左右のカーソルボタン、３０５～３０８はプッシュスイッチで
、シャッターボタン３０３と合わせ、撮影時には撮影モード設定、再生時には画像の選択
、再生モードの設定などを行なう。３０４～３０８は、図２のキー入力部２０７に対応す
る。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
撮像装置を中心としたデータの受け渡しが活発化した状況下では、その受け渡し作業に伴
って、データの選択や受け渡し先の指定や、あるいは必要に応じてファイル名や撮影時の
時間・場所などの付属情報の書き換え、追加など、キー操作を伴う作業が大幅に増えるこ
とになるが、図３に示した様に、撮像装置本体には方向キーといくつかの決定キーの様な
簡易的な入力手段しか備えていないものが多い。
【００１８】
これは、屋外での使用が中心となる撮像装置としての使用状況を考慮すると、本体は小型
・軽量なものが望ましく、撮像機能以外の機能は極力簡略化する必要があるためである。
【００１９】
したがって、上記のような入力作業が頻発する状況下においても、携帯性を損なうような
テンキーあるいはそれ以上の多入力のキーデバイスを用意することが出来ないという問題
があった。
【００２０】
上記問題点に鑑みてなされた本発明の目的は、無線通信機能により他の機器と接続中の撮
像装置において、内部保存された画像データの付属情報の修正作業の為に、本体に簡易な
構成を加えるのみで高度な入力手段を提供する事にある。
【００２１】
【課題を解決するための手段】
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上記目的を達成する為に、本発明の撮像装置は、画像を撮影する撮影手段と、撮影された
画像の画像データを保存する保存手段と、キー入力手段と、無線接続された他の機器に文
字入力を要求すると共に、前記他の機器で入力された文字データを受信する無線データ通
信手段と、前記保存手段に保存された画像データから前記キー入力手段により選択された
画像データの付属情報を、前記無線データ通信手段により受信された文字データに応じて
、修正する修正手段とを有することを特徴とする。
【００２２】
【発明の実施の形態】
図１に、本発明の第１の実施の形態の撮像装置４０１を示す構成図を示す。
【００２３】
レンズなどの光学素子で形成された画像入力部１０２より入力された光学画像は、画像処
理部１０３によって光学データから電子データへと変換され、圧縮などの処理を行なった
後、データ記録部１０４に保存される。
【００２４】
画像表示部１０５では、撮影時には入力されている光学画像をそのまま電子化したものを
表示し、再生時には保存された画像データを表示する。また、制御部１０７からの制御に
より、現在の日時や撮像条件等の情報や、無線通信部１０１の状態など、画像以外の情報
も表示部１０５に表示される。
【００２５】
ここで、画像は、静止画でも、動画でも良い。撮像装置４０１は、デジタルカメラ、デジ
タルビデオである。
【００２６】
キー入力部１０８はユーザーが撮像装置の操作を行なう為のインターフェースで、制御部
１０７によりその情報が処理され、必要な動作を実行する。なお、１０７Ｍは、メモリで
ある。
【００２７】
通常の画像データの受け渡しに無線機能を使用する場合は、キー入力部１０８からの指令
により制御部１０７が無線通信部１０１及びデータ記録部１０４を制御し、データ記録部
１０４内の画像データの無線通信部１０１を介した送信、または、無線通信部１０１によ
って受信した画像データのデータ記録部１０４への保存を行なう。
【００２８】
ファイル名や撮影日時の修正、撮影条件の追記など、付属情報の修正を行なう際には、無
線通信部１０１により他の機器と接続された状態において、制御部１０７からの指令によ
り付属情報更新部１０６が接続された他の機器との付属情報の受け渡しを制御する。なお
、図１では、無線通信部１０１と制御部１０７の間に、付属情報更新部１０６を設けたが
、付属情報更新部１０６を設けずに、制御部１０７に付属情報更新部１０６の機能を設け
、無線通信部１０１と制御部１０７が、直接、付属情報を受け渡すように構成することも
できる。
【００２９】
付属情報更新部１０６は、項目選択など、情報更新に際して必要な手順に関しては撮像装
置側４０１のキー入力部１０８からの入力により動作し、実際のファイル名など、複雑な
テキストデータの入力に関しては、無線接続された他の機器からの入力を促がすよう制御
する。
【００３０】
他の機器により入力されたテキストデータは、無線通信部１０１を介して付属情報更新部
１０６に入力され、データ記録部１０４内の所望の画像データに付属する付属情報の更新
を行なう。
【００３１】
また、本発明の一実施例では、付属情報更新部１０６により取得した所望の画像データの
付属情報を無線通信部１０１によって他の機器に送信することで、無線接続された他の機
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器に付属情報の表示を行なう。
【００３２】
次に、実際に他の機器と無線接続した状態における具体的な付属情報修正の方法を示す。
【００３３】
ここでは、図４に示すように、高度な入力デバイスを持つ他の機器が携帯電話４０２であ
る形態を説明する。また、本実施形態における無線機能付撮像装置４０１と携帯電話４０
２とは、近距離簡易無線システムのＢｌｕｅｔｏｏｔｈによって接続されているものとす
る。なお、撮像装置４０１と無線接続され、付属データの入力を行なう機器は、携帯電話
に限らず、撮像装置４０１と無線通信する機能を有するパソコン、電子手帳などの無線通
信機器でよい。
【００３４】
図５に携帯電話１０の構成を示す。図５において、１１は無線通信部、１５は表示部、１
７は制御部、１７Ｍはメモリ、１８はキー入力部である。無線通信部１１は、撮像装置４
０１の無線通信部１０１とローカル通信通信を行なうと共に、不図示の公衆無線基地局と
公衆無線通信を行なう。公衆無線通信は、ＩＭＴ２０００などを用いる。
【００３５】
図６は本実施形態における無線機能付撮像装置４０１と、該無線機能付撮像装置４０１と
接続された携帯電話４０２のそれぞれの画面表示内容を示す図である。
【００３６】
図６において、５０１～５０３は撮像装置４０１側の表示部１０５の表示内容を示し、５
１１～５１３は携帯電話４０２側の表示部１５の表示内容を示す。なお、簡略化のため、
携帯電話４０２の通常の表示機能としては装備されているが、本実施形態の説明に際して
は、着信状態表示や現在時刻表示などに関しては、ここでは省略してある。また、既にＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈによる接続は確立されているものとする。画面中の「ＢＴ通信中」の表
示によりこれを表す。ここで、ファイル名、撮影者名、撮影日時、撮影場所は、画像の付
属情報の例である。
【００３７】
図７は、撮像装置４０１の制御部１０７のフローチャートであり、図８は、携帯電話４０
２の制御部１７のフローチャートである。図７は、メモリ１０７Ｍに格納されたプログラ
ムの一部を示し、図８は、メモリ１７Ｍに格納されたプログラムの一部を示す。制御部１
０７、１７は、これらのプログラムをメモリ１０７Ｍ、１７Ｍから読み出して動作するコ
ンピュータである。メモリ１０７Ｍ、１７Ｍは、これらのプログラムを、制御部１０７、
１７が読み出すことができるように記憶した記憶媒体である。
【００３８】
図７のフローチャートにより示されるプログラムは、無線通信部１０１を介して、外部か
ら、メモリ１０７Ｍに格納するようにしても良い。また、このプログラムをメモリカード
に記憶しておき、不図示のメモリリーダーにより、制御部１０７が、このプログラムを読
み出して、メモリ１０７Ｍに格納する形態では、このメモリカードが、このプログラムを
制御部１０７が読み出すことができるように記憶した記憶媒体に相当する。以下、図７、
図８に示されるプログラムにしたがって動作する制御部１０７、１７の制御の元に行なわ
れる撮像装置４０１、携帯電話４０２の動作を説明する。
【００３９】
撮像装置４０１は、再生モードにて動作中であり、キー入力部１０８を用いて保存画像デ
ータのサムネイル表示などから特定画像を選択した後、該画像データの付属情報修正メニ
ューを選択した状態において、この時の撮像装置４０１の表示部１０５、携帯電話４０２
の表示部１５の表示状態は、５０１及び５１１の様な状態である。すなわち、撮像装置４
０１側では修正する項目を選択する画面５０１を表示し、携帯電話４０２側ではＢｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ接続中である事を示す画面５１１を表示している。
【００４０】
５０１でキー入力部１０８からｆｉｌｅ名の修正を選択すると（ステップＳ６１０）、表
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示部１０５の画面は５０１から５０２に一階層深くなり、実際の修正ファイル名の入力画
面になる（ステップＳ６２０）。この時、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続により文字入力が外部
からの入力になっていることを、画面５０２の下部に表示している。また、撮像装置４０
１は、無線通信部１０１から携帯電話４０２に文字入力を要求する（ステップＳ６３０）
。
【００４１】
携帯電話４０２側では、撮像装置４０１において文字入力を要求するメニューに切り替わ
ったことによるステップＳ６３０での撮像装置４０１側からの要求を無線通信部１１で受
信することにより（ステップＳ７１０）、文字入力を促がす画面５１２が表示部１５に表
示される（ステップＳ７２０）。ここでは、携帯電話４０２の外部接続インターフェース
の共通規格に従い、撮像装置４０１内にある付属情報更新部１０６の要求により、携帯電
話４０２自体が有している文字入力機能を呼び出している。画面５１２の「入力してくだ
さい」は、文字入力機能が呼び出されたことを示している。また、画面５１２は、使用者
が、携帯電話４０２のテンキーなどを操作して、「風景その」を入力した状態を表す。
【００４２】
５１３において表示部２０５の「ＯＫ」が選択されて携帯電話４０２側での文字入力が確
定すると（ステップＳ７３０）、無線通信部１１から無線通信部１０１に対してＢｌｕｅ
ｔｏｏｔｈによるテキストデータ通信が実行されることにより（ステップＳ７４０、ステ
ップＳ６４０）、撮像装置４０１側の表示部１０５の表示画面５０３には、入力された文
字データが表示される（ステップＳ６５０）。最終的に、入力された文字データを撮像装
置４０１側で確定する操作をキー入力部１０８で行なうことにより（ステップＳ６６０）
、データ記録部１０４内の該画像データのｆｉｌｅ名の修正が完了する（ステップＳ６７
０）。
【００４３】
また、本発明の他の実施の形態では、キー入力部１０８を用いて保存画像データのサムネ
イル表示などから特定画像を選択した後、該画像データの携帯電話４０２への送信が選択
されると、撮像装置４０１は、付属情報修正画面５０１を表示し、携帯電話４０２で付属
情報が入力されると、撮像装置４０１は、付属情報を修正し、付属情報を確定する操作が
なされると、撮像装置４０１は、携帯電話４０２に画像データを送信する。
【００４４】
本発明の他の実施の形態では、携帯電話４０２と撮像装置４０１が無線接続された状態に
おいて、撮像装置４０１に保存されている画像データを選択し、公衆無線回線を介して送
信することが選択された場合、携帯電話４０２は、表示部１５に、付加情報の入力画面（
例えば、ファイル名の入力画面５１２）を表示する。この送信の選択は、画像データの選
択後、例えば、表示部１５に、「１：撮像装置の画像を送信」などと表示し、携帯電話４
０２のテンキーで「１」を入力することにより行なう。その後、撮像装置４０１は、携帯
電話４０２で入力されたファイル名を受信し、データ記録部１０４に保存された画像のフ
ァイル名を、携帯電話４０２で入力されたファイル名に変更する。その後、携帯電話４０
２で送信が指示されると、携帯電話４０２のテンキーで入力されたファイル名が付けられ
た画像データを、データ記録部１０４から読み出して、無線通信部１０１、携帯電話４０
２、公衆無線回線経由で、送信先に送信する。送信先の指定も、送信の指示の前に、携帯
電話４０２のテンキーから行なう。
【００４５】
また、本発明の一形態では、携帯電話４０２に画像データを送信する際に、付属情報更新
部１０６は、あらかじめ設定された付属情報書き換え手順に従って、携帯電話４０２で入
力されたように、付属情報の一部又は全部を書き換える。例えば、図６の例では、最初に
ｆｉｌｅ名、次に撮影者名、次に撮影日時、次に撮影場所を、順に、書き換えるようにす
る。これらを全てこの順に書き換えるようにしても、また、一部のデータのみを所定の順
に書き換えるようにしても良い。
【００４６】
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また、本発明の他の形態では、携帯電話４０２の公衆無線通信機能を利用して、画像デー
タを、撮像装置４０１から、携帯電話４０２、公衆回線網を経由して、送信先に送信する
場合に、送信先の情報を、画像データの付属情報として、データ記録部１０４に書き込む
。
【００４７】
また、本発明の他の形態では、携帯電話４０２の公衆無線通信機能を利用して、撮像装置
４０１を、携帯電話４０２、公衆無線回線を介して、他の装置と接続し、公衆無線回線を
介して接続された他の装置で、ファイル名などの付属情報を入力し、入力された付属情報
を、他の装置から、公衆無線回線、携帯電話４０２経由で、撮像装置４０１が受信し、デ
ータ記録部１０４に記録する。
【００４８】
また、本発明の他の形態では、携帯電話４０２経由で、公衆無線回線を介して接続された
相手に画像データを送信する際に、付属情報更新部１０６は、あらかじめ設定された付属
情報書き換え手順に従って、公衆無線回線を介して接続された他の装置で入力されたよう
に、付属情報の一部又は全部を書き換える。
【００４９】
なお、上記の説明では、撮像装置４０１と携帯電話４０２は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈで接続
したが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈの代わりに、無線通信部１０１に公衆無線通信機能を設け、
公衆無線回線を介して携帯電話と接続してもよい。
【００５０】
図９に本発明の第２の実施の形態の撮像装置７０１を示す構成図を示す。
【００５１】
レンズなどの光学素子で形成された画像入力部６０２より入力された光学画像は、画像処
理部６０３によって光学データから電子データへと変換され、圧縮などの処理を行なった
後、データ記録部６０４に保存される。
【００５２】
画像表示部６０５では、撮影時には入力されている光学画像をそのまま電子化したものを
表示し、再生時には保存された画像データを表示する。また、制御部６０７からの制御に
より、現在の日時や撮像条件等の情報や、無線通信部６０１の状態など、画像以外の情報
も表示部６０５に表示される。
【００５３】
ここで、画像は、静止画でも、動画でも良い。撮像装置７０１は、デジタルカメラ、デジ
タルビデオである。
【００５４】
キー入力部６０８はユーザーが撮像装置の操作を行なう為のインターフェースで、制御部
６０７によりその情報が処理され、必要な動作を実行する。なお、６０７Ｍは、メモリで
ある。
【００５５】
通常の画像データの受け渡しに無線機能を使用する場合は、キー入力部６０８からの指令
により制御部６０７が無線通信部６０１及びデータ記録部６０４を制御し、データ記録部
６０４内の画像データの無線通信部６０１を介した送信、または、無線通信部６０１によ
って受信した画像データのデータ記録部６０４への保存を行なう。
【００５６】
また、第１の実施の形態の説明で記載されたような通常の無線接続インターフェースを持
つ他の機器により、ファイル名や撮影日時の修正、撮影条件の追記など、付属情報の修正
を行なう際には、無線通信部６０１により他の機器と接続された状態において、制御部６
０７からの指令により付属情報更新部６０６が接続された他の機器との付属情報の受け渡
しを制御する。なお、図９では、無線通信部６０１と制御部６０７の間に、付属情報更新
部６０６を設けたが、付属情報更新部６０６を設けずに、制御部６０７に付属情報更新部
６０６の機能を設け、無線通信部６０１と制御部６０７が、直接、付属情報を受け渡すよ
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うに構成することもできる。
【００５７】
付属情報更新部６０６は、項目選択など、情報更新に際して必要な手順に関しては撮像装
置７０１側のキー入力部６０８からの入力により動作し、実際のファイル名など、複雑な
テキストデータの入力に関しては、無線接続された他の機器からの入力を促がすよう制御
する。他の機器により入力されたテキストデータは、無線通信部６０１を介して付属情報
更新部６０６に入力され、データ記録部６０４内の所望の画像データに付属する付属情報
の更新を行なう。
【００５８】
また、本発明の一実施例では、付属情報更新部６０６により取得した所望の画像データの
付属情報を無線通信部６０１によって他の機器に送信することで、無線接続された他の機
器に付属情報の表示を行なう。
【００５９】
さらに、接続先の相手機器が、通常の無線接続インターフェースに加え、ＪａｖａやＣ言
語など、追加プログラムデータをダウンロードし実行する為の標準実行環境を実装してい
る携帯電話などの場合には、本形態では、さらに次の様な機能を実現する。
【００６０】
無線通信部６０１により他の機器と接続された状態において、接続先の機器が外部プログ
ラムの標準実行環境を実装している端末であると判断された場合、制御部６０７からの制
御により、まず、無線機能部６０１を介してプログラムデータ記憶部６０９より該実行環
境に対応したプログラムデータの送信が行なわれる。
【００６１】
このプログラムは、付属情報更新部６０６の機能を該標準実行環境上において実現するも
のであり、画像データ及びそのサムネイルデータの受け渡しを含めて、接続された他の機
器上において全てのコマンド及びテキストデータの入出力処理を行なえるようにする為の
ものである。
【００６２】
次に、送信されたプログラムデータにより、無線接続された他の機器上の標準実行環境に
おいて、具体的に付属情報の修正を行なう手順を示す。
【００６３】
図１０に示すように、高度な入力デバイスを持つ他の機器が携帯電話である形態を説明す
る。また、本実施の形態における無線機能付撮像装置７０１と携帯電話７０２とは、近距
離簡易無線システムのＢｌｕｅｔｏｏｔｈによって接続されているものとする。なお、撮
像装置７０１と無線接続され、付属データの入力を行なう機器は、携帯電話に限らず、撮
像装置７０１と無線通信する機能を有するパソコン、電子手帳などの無線通信機器でよい
。
【００６４】
携帯電話７０２には、標準実行環境としてＪａｖａプラットフォームが実装されており、
公衆回線接続されたネットワーク上もしくはローカル接続された他の機器からプログラム
をダウンロードすることにより、携帯電話７０２本体がはじめから持つ機能に加えて新た
な機能を追加することが可能である。
【００６５】
図１１に、携帯電話７０２の構成を示す。６１は無線通信部、６５は表示部、６７は制御
部、６７Ｍは、メモリ、６８はキー入力部、６９はプログラムデータ記憶部である。無線
通信部６１は、撮像装置７０１の無線通信部６０１とローカル通信通信を行なうと共に、
不図示の公衆無線基地局と公衆無線通信を行なう。公衆無線通信は、ＩＭＴ２０００など
を用いる。
【００６６】
図１２及び図１３は、本実施の形態における無線機能付撮像装置７０１と、該無線機能付
撮像装置７０１と接続された携帯電話７０２のそれぞれの画面表示内容を示す図である。
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【００６７】
８０１～８０６は撮像装置７０１側の表示部６０５の表示内容を示し、８１１～８１６は
携帯電話７０２側の表示部６５の表示内容を示す。なお。簡略化のため、携帯電話７０２
の通常の表示機能としては装備されているが、本実施例の説明に際しては着信状態表示や
現在時刻表示などに関しては、ここでは省略してある。また、既にＢｌｕｅｔｏｏｔｈに
よる接続は確立されているものとする。各画面中の「ＢＴ通信中」の表示によりこれを表
す。ここでは、プロパティは、画像の付属情報であり、ファイル名、撮影者、撮影日時、
撮影場所は、画像の付属情報の具体例である。
【００６８】
図１４、図１５は、撮像装置７０１の制御部６０７のフローチャートであり、図１６は、
携帯電話７０２の制御部６７のフローチャートである。図１４、図１５は、メモリ６０７
Ｍに格納されたプログラムの一部を示し、図１６は、メモリ６７Ｍに格納されたプログラ
ムの一部を示す。制御部６０７、６７は、これらのプログラムをメモリ６０７Ｍ、６７Ｍ
から読み出して動作するコンピュータである。メモリ６０７Ｍ、６７Ｍは、これらのプロ
グラムを、制御部６０７、６７が読み出すことができるように記憶した記憶媒体である。
【００６９】
図１４、図１５のフローチャートにより示されるプログラムは、無線通信部６０１を介し
て、外部から、メモリ６０７Ｍに格納するようにしても良い。また、このプログラムをメ
モリカードに記憶しておき、不図示のメモリリーダーにより、制御部６０７が、このプロ
グラムを読み出して、メモリ６０７Ｍに格納する形態では、このメモリカードが、このプ
ログラムを制御部６０７が読み出すことができるように記憶した記憶媒体に相当する。以
下、図１４、図１５、図１６に示されるプログラムにしたがって動作する制御部６０７、
６７の制御の元に行なわれる撮像装置７０１、携帯電話７０２の動作を説明する。
【００７０】
撮像装置７０１は再生モードにて動作中で、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続により接続先（この
場合は、携帯電話７０２）の端末情報を取得し、取得した情報を表示した状態が画面８０
１である（ステップＳ１４１０）。端末情報を取得した結果、携帯電話７０２にＪａｖａ
実行環境が実装され、携帯電話７０２への外部プログラムのアップロードが可能な場合に
は（ステップＳ１４２０）、画面８０１のように、プログラムアップロードを「する」ボ
タン、「しない」ボタンを表示する（ステップＳ１４３０）。
【００７１】
ここでは、携帯電話７０２側にＪａｖａ実行環境が実装されていることが確認された為、
対応プログラム送信の可否をキー入力部６０８で選択する。送信をしない場合は、第１の
実施の形態で説明したのと同様の手順によりテキスト入力を携帯電話側で行なうことが可
能となる。
【００７２】
プログラムの送信が選択された場合（ステップＳ１４４０）、該ｆｉｌｅ管理用のプログ
ラムデータが、プログラムデータ記憶部６０９から、無線通信部６０１を介して、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ通信手段によって、携帯電話７０２側に送られる（ステップＳ１４５０）。
【００７３】
送信後、携帯電話７０２側では、ｆｉｌｅ管理用のプログラムデータを無線通信部６１で
受信し（ステップＳ１５１０）、プログラムデータ記憶部６９に記憶し、ｆｉｌｅ管理用
のプログラムを実行して（ステップＳ１５２０）、８１２に示すようなｆｉｌｅ管理ユー
ティリティの画面を表示する（ステップＳ１５３０）。なお、画面８１２は、「２：一覧
表示」が選択され、さらに、ｆｉｌｅ名が０００１の画像が選択された場合に表示される
画面である。携帯電話７０２の制御部６７は、受信したｆｉｌｅ管理プログラムを、プロ
グラムデータ記憶部６９に記憶し、さらに、このｆｉｌｅ管理プログラムをプログラムデ
ータ記憶部６９から読み出して、実行する。
【００７４】
以後、撮像装置７０１上の画像データ管理は携帯電話７０２側で制御される為、撮像装置
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７０１側では表示部６０５に８０２に示すようなメッセージの表示と共に（ステップＳ１
４６０）、キー入力部６０８からのキー入力の制限を行なう（ステップＳ１４７０）。
【００７５】
携帯電話７０２側にダウンロードされたｆｉｌｅ管理プログラムにより、撮像装置７０１
内の画像データの一覧表示、付属情報修正などが行なえるようになる。８１２の画面状態
から、携帯電話７０２のアップダウンキー、選択キーなどを用いてプロパティ変更を選択
することにより（ステップＳ１５４０）、表示部６５の表示は、８１２から８１３の様な
一階層深いメニューに変更され（ステップＳ１５５０）、対応する画像データの各種付属
情報の修正が可能になる。
【００７６】
８１３の画面状態から、携帯電話７０２のアップダウンキー、選択キーなどを用いて、ｆ
ｉｌｅ名の修正を選択したことで（ステップＳ１５６０）、表示部６５は、８１４に示す
ような実際の修正ファイル名の入力画面になる（ステップＳ１５７０）。画面８１４は、
使用者が、携帯電話のテンキーなどを用いて、「風景その１」と入力した状態を示す。
【００７７】
画面８１４において「ＯＫ」が選択されて、入力を完了すると（ステップＳ１５８０）、
携帯電話７０２は、入力された修正ファイル名を無線通信部６１から送信する（ステップ
Ｓ１５９０）。
【００７８】
一方、撮像装置７０１は、この修正ファイル名を無線通信部６０１で受信する（ステップ
Ｓ１４８０）。この受信中に、撮像装置７０１側では８０４の様に修正データが通信され
ていることが確認する画面がされる（ステップＳ１４９０）。なお、この画面８０４の表
示中も、キー入力制限は、継続する。受信が終了すると（ステップＳ１４９５）、画面８
０５の表示に戻る。
【００７９】
また、ステップＳ１５９０における通信終了後、携帯電話７０２側では８１５に示す様に
メニュー選択画面に戻る。この状態から、使用者が、携帯電話のアップダウンキー、選択
キーを操作して、通信終了を選択することで、アプリケーションの終了とＢｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ接続の終了処理が行なわれ、携帯電話７０２側では通常の画面表示８１６に戻る。
【００８０】
撮像装置７０１側では、画面８０６に示すように、無線接続終了と共に（ステップＳ１４
８３）、接続中の作業履歴が表示され（ステップＳ１４８６）、データ記録部６０４のフ
ァイル名を修正し（ステップＳ１４８９）、その後、通常の画面表示に戻る。これにより
、ｆｉｌｅ名の変更が正しく行なわれたことが確認される。
【００８１】
また、本発明の他の実施の形態では、メニュー画面８１２において、「５：次のメニュー
」が選択され、さらに、次のメニュー画面（不図示）において、画像転送が選択されると
、付属情報の変更画面８１３が表示され、付属情報の変更が行なわれた後、「ＯＫ」が選
択されると、撮像装置７０１は、付属情報が変更された画像データを携帯電話７０２に送
信する。
【００８２】
また、本発明の他の形態では、メニュー選択画面８１２で「５：次のメニュー」が選択さ
れ、さらに、次のメニューの画面（不図示）において、画像の送信が選択されると、ファ
イル名の入力画面８１４になり、撮像装置７０１は、携帯電話７０２で入力されたファイ
ル名を受信し、データ記録部６０４に保存された画像のファイル名を、携帯電話７０２で
入力されたファイル名に変更する。その後、携帯電話７０２のテンキーで入力されたファ
イル名が付けられた画像データを、データ記録部６０４から読み出して、無線通信部６０
１、携帯電話７０２、公衆無線回線経由で、送信先に送信する。送信先の指定も、送信の
指示の前に、携帯電話７０２のテンキーから行なう。
【００８３】
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また、本発明の一形態では、携帯電話７０２に画像データを送信する際に、あらかじめ設
定された付属情報書き換え手順に従って、付属情報の一部又は全部を書き換えるように、
ｆｉｌｅ管理プログラムは、携帯電話７０２で入力する付属情報の順序を制御する。例え
ば、図１２の例では、最初にｆｉｌｅ名、次に撮影者名、次に撮影日時、次に撮影場所を
、順に、書き換えるようにする。これらを全てこの順に書き換えるようにしても、また、
一部のデータのみを所定の順に書き換えるようにしても良い。
【００８４】
本発明の他の形態では、ｆｉｌｅ管理プログラムは、携帯電話７０２の公衆無線通信機能
を利用して、画像データを、撮像装置７０１から、携帯電話７０２、公衆回線網を経由し
て、送信先に送信する場合に、送信先の情報を、画像データの付属情報として、データ記
録部６０４に書き込む。
【００８５】
また、本発明の他の形態では、携帯電話７０２の公衆無線通信機能を利用して、撮像装置
７０１を、携帯電話７０２、公衆無線回線を介して、他の装置と接続し、公衆無線回線を
介して接続された他の装置にｆｉｌｅ管理プログラムを送信して、この他の装置で、ファ
イル名などの付属情報を入力し、入力された付属情報を、他の装置から、公衆無線回線、
携帯電話７０２経由で、撮像装置７０１が受信し、データ記録部６０４に記録する。
【００８６】
また、本発明の他の形態では、携帯電話７０２経由で、公衆無線回線を介して接続された
相手に画像データを送信する際に、ｆｉｌｅ管理プログラムは、あらかじめ設定された付
属情報書き換え手順に従って、公衆無線回線を介して接続された相手で入力されたように
、付属情報の一部又は全部を書き換える。
【００８７】
なお、上記の説明では、撮像装置７０１と携帯電話７０２は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈで接続
したが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈの代わりに、無線通信部６０１に公衆無線通信機能を設け、
公衆無線回線を介して携帯電話と接続してもよい。
【００８８】
携帯電話７０２側にアップロードされるプログラムデータ内に、携帯電話７０２の公衆接
続機能を用いて、公衆接続された他の機器とデータの受け渡しを行なう機能を付加するこ
とにより、該携帯電話７０２により接続された機器において、撮像装置７０１内のデータ
管理機能を実現することも可能となる。
【００８９】
また、無線通信部１０１、６０１が、無線公衆回線の基地局と通信する機能を有し、撮像
装置４０１、７０１と携帯電話４０２、７０２が、無線公衆回線の基地局、ネットワーク
を介して通信を行なう形態では、無線通信部１０１、６０１は、撮像装置４０１、７０１
と無線による回線接続された他の機器（例えば、携帯電話４０２、７０２）と付属情報、
又は、付属情報書き換えのためのプログラムのやり取りを行ない、撮像装置４０１、７０
１と無線による公衆回線接続された他の機器（例えば、携帯電話４０２、７０２）で入力
されたデータに応じて、データ記録部１０４、６０４に保存された画像データのファイル
名を書き換える。
【００９０】
なお、上記第１、第２の実施の形態において、無線通信部１０１、６０２により接続され
た他の機器に画像データを送信する際に、あらかじめ付属情報書き換え手順を設定してお
くことによって、該付属情報の一部及び全部の項目を自動的に書き換えることも可能とな
る。
【００９１】
また、上記第１、第２の実施の形態において、無線通信部１０１、６０１により接続され
た携帯電話４０２、７０２の公衆接続による通信機能により、公衆接続された相手に画像
データを送信する際に、あらかじめ付属情報書き換え手順を設定しておくことにより、こ
の手順に従って、公衆回線上の接続先の機器に応じて該付属情報の一部及び全部の項目を
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自動的に書き換えることが可能となる。
【００９２】
【発明の効果】
以上説明したように、本体に高度な入力インターフェースを備えなくても、容易に該付属
情報の修正を行なう事が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態における撮像装置を示す構成図である。
【図２】従来の撮像装置を示す構成図である。
【図３】撮像装置の標準的な入力インターフェースを示す図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態の機器構成を示す図である。
【図５】第１の実施の形態の携帯電話を示す構成図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態における撮像装置及びそれに接続された携帯電話の画
面表示を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施の形態における撮像装置のフローチャートである。
【図８】第１の実施の形態における携帯電話のフローチャートである。
【図９】本発明の第２の実施の実施の形態における撮像装置を示す構成図である。
【図１０】本発明の第２の実施の形態の機器構成を示す図である。
【図１１】第２の実施の形態における携帯電話を示す構成図である。
【図１２】本発明の第２の実施の形態における撮像装置及びそれに接続された携帯電話の
画面表示を示す図である。
【図１３】本発明の第２の実施の形態における撮像装置及びそれに接続された携帯電話の
画面表示を示す図である。
【図１４】本発明の第２の実施の形態における撮像装置のフローチャートである。
【図１５】本発明の第２の実施の形態における撮像装置のフローチャートである。
【図１６】第２の実施の形態における携帯電話のフローチャートである。
【符号の説明】
１０１　無線通信部
１０４　データ記録部
１０５　画像表示部
１０６　付属情報更新部
１０７　制御部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(15) JP 3631176 B2 2005.3.23



【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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